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会長挨拶  会長 藤嶋 剛史 
本日は山﨑ガバナー補佐、阿津沢幹事のお二人にお越しいただき誠にありがとう 

ございます。お二人には１年間大変お世話になりました。深く感謝申し上げます。 
それと、僕の年度の最終例会だから、ということで米山学友のガンちゃんが仕事を 
調整して遠く袖ヶ浦からきてくれました。本当に嬉しく思います。 
さて、今月は親睦月間ということで、川井委員長をはじめとする親睦委員会の皆 

様にこの最終夜間例会の企画をしていただきましたが、つい先日吉田暎治会員、 
荒井伸夫会員がたて続けにお亡くなりになり、今日の内容を一部変更した方が良い 
のではないか、という意見もありました。ただ一方で、故人もそれは望んでいない 
のではないかというご意見もあり、結局のところ進行の仕方を配慮しながら計画 
通りに行うことにしました。人によって色々な考え方があると思いますが、どうか 
ご了承いただければと思います。 
今日が最後なので少し振り返ると、今年はようやくコロナがあけて思い切りロータリー活動をしようとい

うことで、奉仕事業、親睦の行事、両方に力をつぎ込んできたつもりです。しかしながら、奉仕事業に関し
てはなかなかうまくいかなかったかな、と感じています。皆さんの賛同を得られないことも多くて、うまく
出来たものもあればそうでないものもありました。また、結局実施出来なかったものもありました。その一
方で、親睦に関しては結構うまくいったのではないかな、と思っています。皆様に喜んでいただいている姿
を見ることができて、それを思い出すとやって良かったなあとしみじみ感じます。ただ、ロータリーで言う
親睦とは、受付の皆さんがしていたタスキにも書かれている通り英語でいうところの「フェローシップ」で
あり、それは単純に宴会や旅行などの行事だけでなく「何かを一緒に行うことで生まれる、友情や仲間意
識、連帯感」と言う意味だそうで、ロータリーの親睦は「ロータリー運動を志す仲間の、連帯、友情」であ
るようですから、共に奉仕事業を行うことで得られる親睦がもっとあれば良かったかな、と思います。 
先日、年度の最後になって一つ嬉しいことがありました。リャンちゃんを囲んで何人かのメンバーで食事

会をしたのですが、その中の数名の会員さんから「他人の喜ぶ顔が見られることが、ロータリー活動で嬉し
いことです」というお話があり、大変感激いたしました。今年の方針にも書きましたが、実はそれはまさに
僕が目指していたものだからです。 
今年は日本のロータリーの父である米山梅吉さんのお話を何度もしましたが、米山さんという人は生前

「他人が楽しむのを見ているほど幸福なことはない」と何度も口にしたそうで、それは「最も幸福なのは、
他人の楽しみを自分の楽しみとして喜べる人」というゲーテの言葉とまったく同じです。しかし米山さん
は、そうやって人のため、社会のために多大な貢献をしたにもかかわらず、最後は戦争で大切なものをたく
さん失いながら、病気に苦しんで亡くなりました。それは一見報われない人生のようですが、米山さんの精
神は死後も受け継がれ、米山奨学事業や、自らが創立した小学校の校訓の中に今も生きています。日本のロ
ータリーや青山学院の初等部が続く中、これからもずっと米山梅吉の名が生き続ける、そんな素晴らしい人
生だと思います。ただそれは、米山さんが決して地位や名声のためではなく、あくまで人に喜んでもらうた
め、社会に役立つために生きたからこそ、多くの人の共感を得て、そのような結果になったのだと思いま
す。米山さんとまではいかなくても、我々も誰かを喜ばすことを自分の喜びに変えて、その喜びを共に分か
ち合い、手を取り合って素晴らしい活動をしていけたらいいな、と思います。 
今年一年間、青臭い理想論ばかりを申し上げてきましたが、僕は仕事ではないロータリーはそれでいいん

だと思っています。ただ、伝えたいことが多すぎて毎回長い挨拶になってしまい、皆様には苦痛だったか
な？と思うのでここでお詫び申し上げたいと思います。 
最後になりますが、次年度以降の大宮西ロータリークラブのますますの発展を祈念して会長挨拶といたし

ます。1 年間誠にありがとうございました。 
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